＜事例：燃費悪化の確認方法とその判断基準を定めた書類＞


	燃費悪化点検整備基準
	制定：　　　年　　　月　　　日

改定：　　　年　　　月　　　日

	目　　的
	燃費が悪化すると燃料を余計に消費することから、地球温暖化ガスであるCO2発生が多くなる。これを防止するために、燃費悪化を早期に発見し、整備工場における点検整備を速やかに実施できるようにする。

	概　　要
	車両ごとの平均燃費が燃費低下判断基準より悪化していないかを確認し、燃費悪化車両には点検整備を実施する。

	チェック者
	エコドライブ推進責任者
（又はドライバー又は事務担当者）
	点検時期
	毎月末（または月初め）

	点検方法
	車両ごとに月間の平均燃費を算出し、燃費低下判断基準と比較する。

	適否判断基準
	車両ごとの月間平均燃費が、前年度年間平均燃費より15%＜各社自由＞低い値を下回って悪化していないか。※

	点検結果の記　　録
	月間平均燃費を『燃費実績年間集計表及び燃費低下点検確認結果表』（事例）に記入し、燃費低下判断基準以上の車両には○印を、基準を下回った車両には×印を記入する。

	異常（燃費低下）時の対応
	①【チェック者】
基準値よりも燃費低下があれば（×の付いた車両）、その燃費を『点検・整備連絡シート』に記入し、点検・整備責任者（整備管理者）に報告する。

②【点検・整備責任者（整備管理者）】
　　燃費低下値を確認し、『シート』に必要に応じて整備依頼内容を記入し、（ファックスで）整備工場へ点検整備を依頼する。

整備工場で点検・整備してもらうべき主な項目＜燃費悪化の主な原因＞：

・点火プラグの不良（ディーゼル以外）

・エアフィルタの目詰まり、劣化
・エアコンのガス漏れ他の不調

・タイヤ空気圧の不足

・ブレーキの引きずり

・AT車のATF（オートマチック・トランスミッション・フルード）の劣化

・MT車のクラッチ不良（圧着不良、すべり）

・燃料噴射装置の目詰まり

・排ガス減少装置の目詰まり　など

点検整備内容を簡潔に記入した『シート』を（ファックスで）返却してもらう。
③【点検・整備責任者（整備管理者）】
点検整備結果を確認し、『シート』に確認内容を記入又は押印し、点検者（運行管理者）へ返却する。


※（参考）燃費低下判断基準の例（車種により固定値とする場合）：

乗合｛　大型：2.5㎞／ℓ 、　中型：3.2㎞／ℓ、　小型：＊＊㎞／ℓ　｝

貸切｛　大型：＊＊㎞／ℓ、　中型：＊＊㎞／ℓ、　小型：＊＊㎞／ℓ　｝

ディーゼル以外｛　CNG車：＊＊㎞／Nm3、　ハイブリッド車：＊＊㎞／ℓ　｝
（注）自社でこの基準を定めた年月日を記入する。
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